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News Release 

2025年 3月 10日 

大崎電気工業株式会社 
 

ESG方針体系を抜本改定  新たに４つの方針を制定 

 

大崎電気工業株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：渡辺 光康、以下「当社」）は、持続可能

（サステナブル）な社会の実現と当社の持続的な成長の両立に必要な向け、その取り組みを強化するため

にＥＳＧ関連の４つの方針を新たに制定し、運用を開始いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ．方針制定のねらい 

当社はこれまで持続可能な社会の実現に向けて、社会課題の解決と自社の持続的な成長の両立を図

るため、「大崎電気グループ企業行動憲章」（２００４年）を制定し、それに基づく様々な取り組みを進めて

きました。 

近年、企業活動のグローバル化や事業の多様化の進展に伴い、企業活動が社会に与える影響も従来に

なく拡大しています。こうしたなか、当社が持続可能な社会の実現と自社の持続的な成長を両立させてい

くためには、従来の「大崎電気グループ企業行動憲章」に加え、具体的な領域ごとの行動方針を明確化し、

その方針に基づく取り組みをサプライチェーン全体で実践していくことが必要です。 

こうした課題認識のもと、当社が果たすべき社会的責任（ＣＳＲ）を ESG（環境・社会・ガバナンス）視点

でとらえ、整備が必要と判断した４つの方針を新たに制定いたしました。今後、「大崎電気グループ企業行

動憲章」と一体的に運用することで、当社のＥＳＧに関する取り組みの強化と質の向上を図ります。 

 

 

Ⅱ．新たに制定した方針 

ESG領域 方針名 

E(環境) 

 

大崎電気グループ 環境方針 

S(社会) 

 

大崎電気グループ 人権方針 

S(社会) 

 

大崎電気グループ 社会貢献方針 

G(ガバナンス) 

 

大崎電気グループ 腐敗防止方針 

 

  

https://www.osaki.co.jp/ja/files/environmentalpolicy.html
https://www.osaki.co.jp/ja/files/humanrightspolicy.html
https://www.osaki.co.jp/ja/files/socialcontribution.html
https://www.osaki.co.jp/ja/files/anticorruption.html
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Ⅲ．方針策定にあたっての考え方 

各方針の策定にあたっては、 

○  当社のＣＳＲに基づく取り組みを世界的な環境・社会課題に対応したものとするため、「世界人権宣

言」や「国連ビジネスと人権に関する指導原則」をはじめとする国際的な規範・基準などの理念を

反映させています。 

○  世界的なＣＳＲ推進組織「RBA」の行動規範、電機・電子業界のガイドラインである「JEITA（電子情

報技術産業協会）」の「責任ある企業行動ガイドライン」等を参考に、企業が取り組むべき内容を網

羅的に織り込んでいます 

○  当社独自の課題感とそれに対する行動方針をできるだけわかりやすい表現を用いて明文化してい

ます。 

 

 

Ⅳ．制定日 

2025年 2月 1日 

 

 

Ⅴ．今後の取り組み 

１． 方針の社内浸透 

各方針を当社業務に従業するすべての方が確実に理解し、方針の内容を自分の課題としてとらえ

て実践する（＝自分ごと化する）ことを促すため、社内研修・オンライン研修・社内広報などを通じた

社内浸透を図ります。 

 

２． サプライチェーン全体での実践 

すべての事業を自社で完結することが難しい現在の事業環境下では、各方針に基づく行動実践は

サプライチェーンを構成するサプライヤーのみなさまと足並みを揃えた取り組みが不可欠です。当社

調達部門を通じて、サプライヤー様各社に対し各方針へのご理解と実践を要請いたします。 

なお、サプライチェーン全体での取り組みを確実なものとするために、「大崎電気グループサプライ

チェーン CSR 推進ガイドライン」をあわせて策定いたしました。（２０２５年４月以降サプライヤー様へ

のご案内を開始予定） 

 

■大崎電気グループサプライチェーン CSR推進ガイドライン 

https://www.osaki.co.jp/ja/files/supplychain_guideline.html 

 

３． 定期的なアセスメント 

各方針の取り組み状況と実践上の課題は、定期的に実施するセルフアセスメント、当社監査部門に

おける内部監査、第三者による評価（方針により対応内容は異なる）を通じて見える化します。 

そのうえで、問題点を明らかにし、その是正・改善・軽減（またはその支援）に取り組みます。 

 

https://www.osaki.co.jp/ja/files/supplychain_guideline.html
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  ４． 機関投資家など資本市場への訴求拡大 

      各方針の実効性ある運用を通じて当社のＥＳＧに関する取り組みの質向上を図るとともに、その進

捗・結果・成果を、国際的なＥＳＧ評価機関（例： FTSE Russell＝英国など）による評価機会を通じ

て、国内外に積極的に発信いたします。 

      また、企業のＥＳＧの取り組みを評価する機関投資家に対する訴求も強化します。 

 

 

●大崎電気グループのサステナビリティへの取り組み 

https://www.osaki.co.jp/ja/sustainability.html 

 

 

Ⅵ．当社概要 
 

会社名 大崎電気工業株式会社 

本社所在地 東京都品川区東五反田二丁目 10番 2号 

代表者 取締役会長 CEO 渡辺佳英、取締役社長 COO 渡辺光康 

設立 1937年 1月 

資本金 7,965百万円 

事業内容 電力量計、配電盤･分電盤、監視制御装置、検針システム、スマートロック関連

製品･システムの開発・製造・販売 

上場市場 東京証券取引所 プライム市場（証券ｺｰﾄﾞ 6644） 

売上高（連結） 95,147百万円 （2024年 3月期） 

従業員数（連結） 2,603名（2024年 3月 31日現在。正社員数） 

事業所 本社、埼玉事業所 

関係会社 国内 ８社 

海外 16社 

ウェブサイトURL https://www.osaki.co.jp 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
 
● 報道関係のみなさまからのお問い合わせ 

大崎電気工業株式会社  IR広報部 

TEL 03-6694-7140 

   E-mail pr_all@osaki.co.jp 

 

 

以  上 

https://www.osaki.co.jp/ja/sustainability.html
mailto:pr_all@osaki.co.jp

